
ステークホルダーへの創出価値

患者さん

株主・投資家

社会・自然環境

社員

標準治療の革新
Quality of Lifeの改善

企業価値の向上
株主総利回り（TSR）の向上

気候変動への対応
将来の新興・再興感染症への対応

社員と会社の持続的な相互の成長

• 資本コストを上回るDOE※の実現

• CO2排出量の減少
• 水使用量の減少

• イノベーションの創出につながる
  専門人材の輩出
• エンゲージメントの向上

Outcome

Outcome

Outcome

第一三共グループは、グローバル創薬企業として、アンメットメディカルニーズへの対応をはじめ多様な要請を社会から受
けています。これらの要請に応えるために、人的資本や知的資本などのさまざまな資本を投入し、競争優位の源泉であるサ
イエンス&テクノロジーを強みとするバリューチェーン全体で挑戦し、多様な医療ニーズに応える医薬品、環境負荷の低減、
多様な人材の活躍等を通じ、社会的価値、経済的価値を、患者さんをはじめとする多くのステークホルダーや社会に提供し
ています。ステークホルダーと価値を共創し、価値創造プロセスを循環させ続けることで、当社グループの持続的な企業価
値向上を目指し、社会の持続的な発展に貢献していきます。

サイエンス＆テクノロジー　　　 　　 を強みとする価値創造モデル

社会からの要請 INPUT

多様な人材が
活躍できる場の

創出

アンメット
メディカルニーズ
への対応

医薬品
アクセスの向上

生命関連企業
としての高い
倫理観を持った
企業経営

地球環境問題
への対応

ESGの
取り組み・
その他の要請

人的資本

財務資本

●  連結社員数 18,726名（2024年3月末）
 日本 9,468名、北米 3,573名、
 欧州 2,901名、
 その他地域 2,784名
 新入社員数（グローバル）2,840名
 

●  教育投資 31.3億円（2023年度）

● 自己資本（資本合計） 1兆6,886億円
 （2024年3月末）

● 他人資本（負債合計） 1兆7,725億円
 （2024年3月末）

3ADC最大化の実現

既存事業・製品の利益成長

価値創造の循環による持続的な価値創造

知的資本

●  がんをはじめとするパイプライン
● 医薬品創出のための技術・ノウハウ
● 蓄積された医薬品情報
● 研究開発投資 3,643億円（2023年度）

製造資本

●  グローバル生産13拠点
● CMO（医薬品製造受託機関）の活用・協働
● 設備投資 894億円（2023年度）

社会関係資本
●  グローバル拠点30カ国・地域（2023年度）
● ステークホルダーとの信頼関係
● 信頼を確保するコンプライアンス

自然資本

●  エネルギー総使用量 732,769MWh
 （2023年度）

● 水使用量 8,191千㎥（2023年度）

OUTPUT

多様な医療ニーズに
応える医薬品

環境負荷の低減

多様な人材の活躍

●  イノベーティブ医薬品
● ワクチン
● ヘルスケア製品

（カーボンニュートラル）

※ 株主資本配当率＝配当総額 ÷ 株主資本  
    （親会社の所有者に帰属する持分）

• エンハーツ®の適応や上市国・地域拡大
• 革新的医薬品の早期上市・適応拡大
• 医療ニーズに合致した医薬品情報創出

Outcome

 

さらなる成長の柱の見極めと構築

ステークホルダーとの価値共創

世界中の人々の健康で豊かな生活に貢献する

革新的医薬品を継続的に創出し、多様な医療ニーズに応える医薬品を提供する

サステナブルな社会の発展に貢献する先進的グローバルヘルスケアカンパニー

Purpose（存在意義）

Mission

2030年 Vision　 

　
第5期中期経営計画（2021年度～2025年度）

競争優位の源泉

企業理念

サプライ
チェーン臨床開発

創薬 販売・
情報提供

事業基盤に関わる
マテリアリティ

• 環境経営の推進
• コンプライアンス経営の推進
• 企業理念の実現に向けた
コーポレートガバナンス
• 競争力と優位性を生み出す多様な
人材の活躍推進と育成

事業に関わる
マテリアリティ 

• 革新的な医薬品の創出
• 高品質な医薬品の安定供給
• 高品質な医療情報の提供
• 医療アクセスの拡大

Core Values（価値観）／Core　　        Behaviors（行動様式）

ステークホルダーとの価値共創により、
持続的な価値創造を実現
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